	単 位 操 作 －４２５
	塔槽入槽前の内部安全点検
	作         成
	

	
	
	
	

	 
	ポイント

	
	(1) ダブルバルブブリードで可とするものは、水及びエアー等で安全上問題のない物質とする。また、ダブルバルブブリードとなるものは、バルブ誤操作防止措置（バルブの結束および操作禁止札取付け）を実施する。

(2) 回転機のあるもの（例：タンクミキサー）は電源をカットする。

(3)(5)(7)

ｱ. 可燃性ガス検知・有害物質検知・酸素検知測定時、測定者が塔槽内に入って測定する場合、エアーラインマスク・ライフゼム等の保護具を着用して入槽する。

ｲ. 内部に入る時は監視人を置く。

ｳ. 各ガス・有害物質許容濃度は安全衛生管理基準による。

(4)(6)(8)(10)(12)(14)(16)

ｱ. 測定結果に異常がある場合は対策を協議する。

ｲ. 測定は経時変化を確認する為に測定頻度を明確にすること。

ｳ. 測定は作業中断後、再入槽時も同様に行うこと。

(18)作業開始前及び作業終了後に人員の確認を行うこと。

	
	



開始





回転機の動力・制御電源がカットされていることを確認する





仕切板挿入 又は ダブルバルブ　ブリードにて系を孤立していることを確認する





協  議





入槽可能であることを表示する





換気措置が施されているか確認する





内部の温度は


良いか








内部にプロセス


残留物はないか








内部に粉塵は


ないか








協  議





協  議





協  議





協  議





協  議








終了





(1)





(2)





(3)





(9)





(10)





(11)





(4)





(12)





(13)





(14)





(5)





(6)





(7)





(8)








(15)











内部に


異常な臭気は


してないか








有害物質が


許容濃度以下で


あるか








可燃性ガスが


爆発下限界の1/5以下であるか








酸素濃度が


２０％以上


であるか





いいえ





はい











(18)





(17)





(16)








(10)








協  議





はい





いいえ





はい





いいえ





はい





いいえ





はい





いいえ





はい





いいえ





はい





いいえ








